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『
課
題
ｌ
研
究
史
を
め
ぐ
っ
て
豊後大友氏において、十六世紀初頭から急速に形成されつつあ
っ
た
直
臣
団
を
直
轄
軍
事
力
に
組
織
編
成
す
る
た
め
採
用
さ
れ
た
方
式
が
「同心制」である。これは守護被官の系譜をもつ重臣層を「同心
主」（寄親的存在）とし、これに名主土豪的直臣層を「同心者」
（寄子的存在）として同心させ、一個の戦闘単位を編成するもの
で、大友氏はまさにこの「同心制」によって守護大名的段階から
戦国大名へと飛躍したのであった。
戦国期大友氏の軍事編成について、はじめて体系的に考察した
のは桑波田興氏である。氏は大友氏が発給した感状中、「同陣」
あるいは「同心」等の辞句のあるものを抽出、分析して大友氏の
軍事編成を『同心』関係」と規定して、その特徴を「非固定的」
「非制度的」な面に求めた。すなわち、桑波田氏によれば、大友
氏の発給せる感状に現われた指揮者被指揮者間の「同心」関係は
固定的なものではなく、嫡家々督の指揮下にあってその規制をう
戦
国
期
大
友
氏
の
軍
事
細
成
に
つ
い
て
（
福
川
）
戦
国
期
大
友
氏
の
軍
事
編
成
に
っ
「
同
心
」
感
状
の
分
析
を
通
じ
て
、－●Ｖけていた同姓同心者Ⅱ庶子家の場合においても被指揮者的立場は
固定的なものとは言えなかった。これは大友氏家臣団間における
「同心」関係は非制度的なものであり、また行政軍事の命令指揮
系統を一貫せしめる寄親寄子制とは異なる、純軍事的な性格のも
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
単
に
軍
事
力
動
員
の
際
の
部
隊
編
成
を
現
わすものであるにすぎないためである。そして、大友氏の場合、
島
津
氏
と
較
べ
て
、
直
属
家
臣
団
の
創
出
・
編
成
過
程
・
統
制
把
握
の
点
に
（１）
おいて著しく欠ける所があった、としている。
「同心」関係については、外山幹夫・木村忠夫氏の研究がある
（２）
が、両氏とも桑波田氏が強調した「同心」関係の非固定性・非制度
性を前提として受けいれたため、専ら分析が「同心」関係の現象
形
態
面
に
向
け
ら
れ
、
「
同
心
」
関
係
の
総
体
と
し
て
の
「
同
心
制
」
の
果
たした歴史的意義については追究が若干弱くなっているように思
われる。ただ、木村氏においては永禄ｌ天正期を中心に大友氏の
軍事編成方式を二分し、前期については桑波田氏の所説を認めな
がらも、後期については桑波田氏に対する疑問という形で、豊前
て
福
,1１
五
一
一
徳
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の田原紹忍の場合を検討している。すなわち、永禄末ｌ天正初
期、妙見岳城督田原紹忍は宇佐・下毛郡を中心に、豊前に恒常的
な軍事的同心関係を作り上げ、それまでの大友氏の軍事的慣例と
は全く反した軍事組織を形成した。これは天正年間に入ってから
のうち続く戦乱、大友氏領国の危機に対応した軍事力強化が直
接動機となったが、同時に妙見岳城督として大友氏から与えられ
ていた権限を利用して豊前に一円領主的支配地域を形成しようと
（３）
し
た
た
め
で
あ
っ
た
、
と
し
て
い
る
。
筆者は桑波田氏の方法、「同心」感状の分析を通じて大友氏の
軍事編成を考察してふたが、桑波田氏とは逆の結論を得た。すな
わち、十六世紀全体を通じて、大友氏における軍事編成としての
「
同
心
」
関
係
は
例
外
を
除
き
、
一
定
の
原
則
に
貫
ぬ
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
故
総
体としての「同心」関係は安定的であり、制度として成立し
うるものであった。この原則とは、「血」と「地域」と「職権」
の
原
則
で
あ
り
、
そ
れ
は
個
含
の
歴
史
的
条
件
に
規
制
さ
れ
な
が
ら
も
大
友
氏滅亡まで貫徹されたのであった。
以下、主として「同心」関係におけるいわゆる「非固定性・不
安
定
性
」
に
つ
い
て
の
諸
論
点
の
検
討
を
通
じ
て
、
戦
国
期
大
友
氏
の
軍
事
編成方式を考察してゑる。
なお、本稿で使用する用語は次のように定義する。まず「同心
主
」
は
、
軍
事
行
動
に
お
い
て
指
揮
者
的
立
場
に
あ
る
者
を
い
い
、
被
指
揮
者的立場にある者を「同心者」とする。同心主、同心者相互の指
揮被指揮の関係を「同心関係」とし、この同心関係の総体をその
原則性・安定性の故に制度的なものと承なし、これを「同心制」
法
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円「同心」関係における「固定性・安定性」
まず最初に個戈の「同心」関係における「非固定性・不安定性」
の問題について、二、一一一事例によって検討して承よう。
八史料ＡＶ
（傍点、筆者）
（豊前笠松）
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
「去七日門松城合戦、錐為無足、以清田右馬頭一味之辻、砕手被
疵侯高名無比類侯、弥被励粉骨候者肝要候、辛労之通以面可賀申
侯、恐念謹言、
（
明
応
八
年
）
（
大
友
）
八
月
十
三
日
親
治
（
花
押
）
（４）
波津久新九郎殿
」
八
史
料
Ｂ
ｖ
（親久）
、
、
、
、
、
、
、
、
「到今度芸州、以戸次加賀守同陣長々軍労、殊被疵之条忠節無比
類侯、必追而可賀申侯、恐々謹言、
（
大
永
四
年
）
（
大
友
）
四
月
什
日
義
潔
（
花
押
）
（５）
首
藤
右
京
亮
殿
」
史料Ａは大友氏における同心関係を示す史料としてはごく初期
のものであり、清田氏と野津院衆との間の同心関係は明応末頃か
ら
形
成
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
波津久氏は野津頼宗の庶子を始祖とする大友庶子家で野津院波
津久に本貫をもっていたと思われる。清田氏は大分郡判田郷清田
に本貫をもっていたと思われる大友一族（同紋衆）であるが、室
と呼ぶ。同心関係のうち、一族の間におけるものを「同姓同心」
とし、他族間のものを「他姓同心」と呼ぶ。
『
「
同
心
主
」
を
中
心
に
五四
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町中期以降急速に大友氏惣領家に接近し、戦国期には大友氏の泰
（６）
行人として活躍したようである。清田氏は戦国期には野津院にも
（７）
所領をもっており、この地域に大きな勢力を有していた。
野津院は大野川中流域にあり、府内と臼杵、さらには日向・肥
後につながる要地であった。大友氏は清田氏・柴田氏を野津院に
おける同心主となし、かれらに院衆を掌握させた。
清田氏は同心主として、野津院における大友直臣団を掌握する
と共に、大友氏中枢における自己の勢力を背景として、野津院衆
（８）
との間に私的な与力契約を結んだようである。このような実績を
もとに、清田鑑述は軍事動員において、野津院衆を「無足不涯」
（９）
といわず、同陣せしめ、その軍功を上申する立場にあった。そし
て、清田氏と野津院衆との間における「同心」関係は親治代以来
（Ⅲ）
一貫して持続されていたのである。
（ｕ）
史料Ｂは大野郡緒方郷片ヶ瀬に居館をもった一Ｐ次氏の場合であ
る。戸次親久は清田氏と同様、大友氏庶子家にあたり、大永頃に
は緒方郷大友直臣団の同心主であった。首藤氏は相模山内首藤氏
の末窟と思わ戒）大友氏の豊後下向に際して随伴されたものであ
ろう。首藤右京亮は緒方郷寺原に居屋敷をもっていたようで戸
（旧）
次氏との間に持続的な「同心」関係を保っていたのである。
清田氏、戸次氏いずれの場合にも、自己の所領がある地域にお
いて大友直臣団との間に「同心」関係を保持し、それはいずれも
桑波田氏の指摘とは逆に固定的、安定的、持続的なものであった
といえる。次に個食の同心主について、その「同心」関係が固定
的、安定的、持続的であったかどうか検討して承よう。
戦
国
期
大
友
氏
の
軍
事
編
成
に
つ
い
て
（
福
川
）
ロ
同
姓
同
心
ｌ
田
北
氏
の
場
合
八
史
料
Ｃ
ｖ
（
古
噛
攻
之
時
力
）
、
、
、
、
、
「去十六佐田□□□ロロ、因幡守一所馳加、依軍忠無越度之由承
、
、
、
候、誠感悦候、殊無足之忠節一段候、必可顕其志候、弥侍入候、
恐々謹言、
（
明
応
七
年
力
）
（
大
友
）
十
一
月
十
八
日
親
治
在
判
（ｕ）
幸
野
右
京
亮
殿
」
八
史
料
Ｄ
Ｖ
（田北鑑重）
（小原鑑元）
、
、
、
、
、
、
、
、
、
「今度不儀之仁成敗之刻、勘解由左衛門尉以一所被砕手被疵之
（直入郡宮砥村）
条、忠貞感悦候、価為其賞、直入郡之内賀来紀伊介跡長迫五貫分
事預置候、可有知行侯、恐々謹言、
（弘治二年）
十
一
月
十
九
日
義
鎮
（
花
押
）
（店）
田北忠次郎殿
」
史料Ｃは大友氏における「同心」感状の初出例である。幸野氏
は速見郡由布院幸野（現大分郡）における開発領主の系譜をも
つ小在地領主と思われるが、その詳細は分らない。感状中、同心
主の姓が省略されている場合、通常同心主と同心者とは同族であ
るので、因幡守は幸野氏の惣領家嫡と思われる。
史料Ｄは史料Ｃと共に、桑波田氏のいわゆる「同姓同心」の例で
ある。田北忠次郎は大友直臣ではあったが、惣領鑑重（のち紹鉄）
の下で同心者として軍役を勤めていた。しかし天正八年Ｃ五八
○）、熊牟礼の乱において、紹鉄に与同しなかったことを義統に（咽）
質され、所領を安堵され、「直奉公」を許されることになった。
五五
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【第一表】
次 第二
十
八
号
田北氏の同心関係
一一
同同同同同同同田同同同同同同田田田同田同
北北北北北
右右右右右右右鎮右右右右右右鑑鎮鑑右鑑右
周重周重生
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主
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上
大
炊
介
田
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兵
部
丞
恵
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平
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衛
門
尉
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香
郷
諸
給
人
一
摸
中
田
北
一
一
一
郎
兵
衛
長
野
三
河
守
（
鑑
信
）
長
野
右
京
亮
田
北
三
郎
兵
衛
尉
三
代
孫
次
郎
都
甲
刑
部
丞
恵
良
左
馬
助
田
北
三
郎
兵
衛
尉
神
主
宮
大
夫
田
北
三
郎
兵
衛
尉
同
右
大
河
内
左
近
長
野
右
京
亮
大
河
内
某
阿
地
河
野
弥
次
郎
長
田
孫
右
衛
門
田北左近将監（鑑興）
平
井
仁
六
田
北
中
務
少
輔
田
北
忠
次
郎
同
心
者 出典は
ｕ・配、佐伯正徹入道惟治成敗の時、「田北弥十郎以同陣」
今
度
、
小
原
鑑
元
成
敗
の
時
、
「
勘
解
由
左
衛
門
尉
以
同
陣
」
同右につき、「田北解由左衛門尉以一所」
同右につき、「勘解由左衛門尉以同心」
同右につき、「勘解由左衛門尉以一所」
同
右
に
つ
き
、
「
田
北
勘
解
由
左
衛
門
尉
以
同
心
」
今
度
、
秋
月
文
種
退
治
の
た
め
、
「
大
和
守
任
下
知
」
同
右
に
つ
き
、
「
田
北
大
和
守
以
同
陣
」
「加前々今度同陣肝要侯」
最
前
よ
り
の
軍
労
、
「
紹
鉄
一
以
同
陣
已
最
前
よ
り
在
陣
、
軍
労
、
「
紹
鉄
以
同
心
」
同
右
同
右
同
右
同右につき、「紹鉄以同陣」
同右につき、「紹鉄以同心」
｛蠅拙肌川端剛吐くに５．狙立花表敵陣切岸にて、「田北
同
右
同
右
長
点
在
陣
軍
労
、
「
田
北
弥
十
郎
以
同
陣
」
立花表已来、所女にて軍労、「田北弥十郎属手」
今
度
、
日
州
高
城
表
に
て
父
右
京
亮
戦
死
「
田
北
相
模
守
同
前
」
同右にて戦死、「田北相模守同前」
同右にて、「田北相模守同前父弥次郎戦死」
五六
一
「増補訂正編年大友史料」、数字は巻数と文書番号とを示す、以下同様。
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田北氏は大友親秀の庶子親泰を始祖とする大友一族で、その所
領は直入郡田北村、速見郡日差村にあり、鎌倉初期以来在地に勢
力を貯えてきた。南北朝動乱以後、大友惣領家の家臣化したが、
同
紋
衆
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
友
家
臣
団
の
中
で
大
き
な
発
言
権
を
有
（Ⅳ）
し、田北氏惣領は親幸以来、紹鉄を除き、代と年寄加判衆を歴任
した。このような背景をもつことにより、田北氏はその内部に大友直
臣化にともなう一族分解がかなり進行していたにもかかわらず、
多くの庶子家を抱えて、強力な一族統制を行ない、軍事面でも一
族を中心に安定的な同姓同心を保持していた。
〔第一表〕は田北氏の同心関係を示すものであるが、田北氏惣
領の同心者は主に、
１、田北氏一族
２
、
山
香
郷
衆
ｌ
長
野
・
恵
阜
都
甲
氏
・
山
香
郷
一
撲
衆
（
長
甲
（速見郡）大河内・阿地河野氏）
３
．
玖
珠
郡
衆
ｌ
平
井
・
野
上
氏
から構成され、田北氏の軍事編成においては、田北氏一族と山香
郷衆が主力を形成している。弘治期において一部玖珠郡衆がふら
れるが、これはおそらく田北氏が一時玖珠郡方分をして川趨関係
もあり
、
田
北
氏
と
与
力
契
約
を
結
ん
で
い
た
た
め
で
は
な
い
か
と思われ
る
。
か
く
て
田
北
氏
は
山
香
郷
衆
、
玖
珠
郡
衆
を
他
姓
同
心
さ
せ
る
と
共
に、大友直臣化していた一族庶家を同姓同心させることによって
固定的、安定的な一個の軍事単位をつくりあげていた。
こ
こ
で
い
う
「
同
姓
同
心
」
と
ば
－
万
田
、
あ
る
い
は
田
北
氏
な
ど
の
場
戦
国
期
大
友
氏
の
軍
事
編
成
に
つ
い
て
（
福
川
）
合のごとく、大名直臣化している一族庶家を便宜上与力として、
惣領に同心させたものである。このような直臣部分は本来なら、
居住地域毎にその地の同心主に他姓同心させられるのであるが、
戦国末期段階においてもなお擬制的惣領制的規制を残存させてい
た有力国人衆に対しては大友氏はその現実を認め、自己の直臣部
分を惣領に同姓同心させることによって軍事編成を行なった。そ
れは大名の側でも、理想的な同心制Ⅱ寄親寄子制的段階を全面的
に
展
開
で
き
な
い
段
階
に
あ
っ
て
は
他
の
方
法
を
模
索
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
一
つ
が
「
血
」
の
原
理
に
よ
る
結
合
を
尊
重
し
つ
つ
、
か
つ
利
用
す
る
同
姓同心であった。このため自己分解をつづける国人勢力を大名の
側から一定程度まで補強し、再組織していかざるを得なかった。
斎
藤
氏
に
対
す
る
例
か
ら
も
分
る
よ
う
に
惣
領
に
強
力
な
一
族
統
制
権
を
認
め、その貫徹のためには必要とあらば大名自ら介入する姿勢を見
（⑲）
せている。惣領による一族統制権には単に軍事面のゑならず、公
事催促、行政命令伝達など広く大友氏の分国支配体制の不備を補
（卯）
完する役割が含まれていた。
ロ
他
姓
同
心
ｌ
吉
岡
氏
の
場
合
しかし、大友氏が体制としてめざしていた軍事編成は田北氏に
承られるような「血」の原理にもとづく「同姓同心」ではなく、
「地域」の原則にもとづき編成される「他姓同心」であった。
八
史
料
Ｅ
Ｖ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
「至今度鹿越、牢人現形之刻、以吉岡左衛門大夫同陣、不日馳走
之条、彼悪党即時敗北、先以肝要侯、必追而賀可申候、恐を謹言、
（天文一一年）（大友）
卯
月
二
日
義
零
（
花
押
）
（鑑忠）
（皿）
徳
丸
右
衛
門
尉
殿
」
五七
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【
第
二
表
】
吉
岡
氏
の
同
心
関
係
次
一
同
心
主
一
同
心
者
同同同同同同同同同同吉
岡
右右右右右右右右右右長
増
同
右
同
右
吉
岡
鑑
興
同
右
吉岡弥一一一郎
同
右
徳丸右衛門尉（鑑忠）
中
村
藤
十
郎
能
一
縫
殿
助
平
林
太
郎
兵
衛
尉
徳
九
右
衛
門
尉
徳
丸
新
三
郎
（
鑑
貞
）
中
村
弾
正
忠
（
鑑
永
）
能
一
統
殿
助
平
林
宮
若
屋
形
掃
部
助
（
字
佐
郡
衆
）
佐
田
弾
正
忠
（
隆
居
）
飯
田
但
馬
守
（
長
電
）
矢
部
宮
内
少
輔
（
鎮
高
）
深見中務少輔（盛台）
恵
良
美
濃
守
（
鎮
盛
）
時枝兵部少輔（隆令）
安心院中務少輔（興生）
佐
田
弾
正
忠
（
字
佐
郡
衆
）
中
村
兵
部
少
輔
（
鑑
貞
）
志
村
左
京
亮
吉
岡
覚
進
平
林
兵
部
丞
｜鰄観郡個脳鍬雌肛俶解畝知鮴馴蝋隆兵）現形の時、不日
同
右
同
右
一鰍柵Ⅷ綴剛雌Ⅷの際、不図筑後出張につぎ、「以吉岡左・
同
右
無
足
と
し
て
同
右
｛鯏醐燗頬腓噸棚の際、不図筑後出張につき、「ｕ吉岡左
同
右
名
代
と
し
て
同
右
筑
前
国
乱
総
の
剛
、
長
々
在
陣
「
属
吉
岡
越
前
守
手
」
「
就
各
帰
陣
、
当
郡
衆
之
事
、
日
田
郡
迄
長
増
同
心
之
由
示
給
侯
」
今度、日田郡御帰陣に及ぶ由、「親（長期）候老以同心」
｛鵬峨〕日同郡迄帰陣之趣「二老（長増）（臼杵鑑速）以
今度、日向高城表にて戦死「吉岡越中入道（鑑興）同前」
同
右
薩
摩
悪
党
国
中
乱
入
の
時
、
丹
生
島
篭
城
「
吉
岡
弥
三
郎
以
同
心
」
同
右 記
事
五八
二
一
’
一
六
一
二
一
’
一
六
二
二
四
’
一
三
六
二
四
’
’
四
○
二
七
’
四
四
四
二
七
’
四
四
五
一
六
’
一
三
○
一六’一三一
一
六
’
一
三
四
一
六
’
一
三
八
一
六
’
二
六
七
一
六
’
二
六
八
一
六
’
二
六
九
一
六
’
二
七
○
一六’二七五
二
○
’
一
九
八
二
一
’
一
五
一
出
典
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徳丸氏は大分郡高田圧徳丸名を主の系譜をもち、明応期に大友
（犯）
親治から居屋敷を安堵され、大友直臣となっており、士ロ岡氏に従
ってしばしば出陣している。
吉
岡
氏
は
野
津
五
郎
頼
宗
の
子
、
親
次
を
祖
と
す
る
大
友
庶
子
家
で
あ
る。その苗字から推して、本貫は大野郡三重郷かと思われるが、
長増以前の事蹟は定かではない。おそらく、清田氏と同様の経絲
を経て、大友惣領家に接近し、被官化したものと思われる。
吉
岡
氏
の
高
田
庄
移
住
の
時
期
は
よ
く
分
ら
な
い
が
吉
岡
氏
に
は
長
増
以
前の事蹟が殆んどないことから長増にごく近い時期と思われる。
吉岡長増は享禄四年（一五三一）十月頃から義鑑の加判衆とし
（羽）
て活躍しているが、天文三年（一五三四）の対大内戦後、天文十
九年二五五○）の義鑑横死までの期間、史料上には全く姿を現し
ていない。しかし、天文十九年二月、義鎮により再び加判衆に登
（型）
用されてからは天正初頃の引退又は死去にいたるまで大友家臣団
の
最
長
老
と
し
て
全
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
活
躍
し
て
い
る
。
〔第二表〕は吉岡氏における同心関係を示すものであるが、長
増は天文初期の対大内戦において高田庄衆を率いて各地に転戦し
ている。天文末期から永禄初期にかけては豊前方分として、豊筑
における対毛利戦に宇佐郡衆を同心させている。
吉
岡
氏
に
ふ
ら
れ
る
同
心
関
係
は
第
一
に
徳
丸
・
中
村
・
能
一
・
平
林
氏
な
ど
高
田
庄
衆
と
の
間
の
も
の
で
あ
り
、
「
高
田
圧
」
と
い
う
「
地
域
」
原
理
に
もとづいて構成されている。吉岡氏が高田庄衆の同心主たり
（躯）
えたのは吉岡氏が加判衆であり、またおそらく一員田庄代官であっ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
戦
国
期
大
友
氏
の
軍
事
編
成
に
つ
い
て
（
福
川
）
第二に、豊前宇佐郡衆との間のもので、これはおそらく長増か
豊前方分であったということによるものと思われる。方分は豊後
以外の分国においては単に行政権の承ならず、軍事指揮権をも含
むもので、守護代として強い権限を持っていたが、長増のこの立
場はやがて田原紹忍に引きつがれ、妙見岳城督として、常置の制
へと移行していく。
吉岡氏における同心関係は在地領主としての一族結合の上に構
成されたものではなく、高田圧代官、あるいは豊前方分といった
大
友
氏
の
吏
僚
と
し
て
の
「
職
権
」
を
介
し
て
構
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れる。この「地域」に基盤を置きつつ、「職権」を介在させて形
成される吉岡氏型の他姓同心が義鎮代から義統代に大友氏におけ
る基本的な軍事編成方式として広範に展開されていた。
四
「
城
督
制
」
ｌ
小
原
氏
の
場
合
最後に吉岡長増と宇佐郡衆との間におけるごとき同心関係、つ
まり「城督制」について、小原鑑元を例として述べたい。
八
史
料
Ｆ
Ｖ
（山源）
「肥後国山之上衆、去年千才之剋、別而軍労之よし祝着候、然者鑑
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
元在国之条、為寄子令同心、弥於励奉公者、必可顕其志之段、
可被申聞候、恐を謹言、
（
天
文
二
Ｃ
年
力
）
（
大
友
）
六
月
什
二
日
義
鎮
御
脅
判
あ
り
（鑑元）
（妬）
小原遠江守殿
」
（”）
小原氏は大神一族、阿南氏の庶子家で、史料ｃの幸野氏からは
程遠くない大分郡阿南圧小原に本貫をもつ在地小領主であったと
思われる。戦国期における大友氏との関係はかなり複雑微妙であ
五九
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【第三表】小原氏の同心関係
同
右
司同 ﾙﾄ同ＷｆＩ原鑑右元右右並｜主右右
同
心
者
能
一
七
郎
野
上
左
馬
助
（
長
資
）
中
村
兵
部
少
輔
（
鑑
忠
）
岐
部
能
登
守
（
元
泰
）
（玖珠郡衆）
帆
足
右
衛
門
大
夫
・
太
田
安
芸
守
恵
良
若
狭
守
・
古
後
左
近
大
夫
松
木
丹
後
守
・
小
田
次
郎
兵
衛
尉
恵
良
肥
前
守
・
岐
部
五
郎
左
衛
門
尉
平
井
宮
内
少
輔
・
野
上
左
衛
門
大
夫
肥
後
国
山
上
衆
加
来
丹
後
守
・
緒
方
刑
部
少
輔
加
来
伊
豆
守
・
緒
方
民
部
少
軸
加
来
治
部
少
輔
・
加
来
弾
正
忠
田尻与一一一三郎ｂ田尻木工一一一郎
・牛嶋寄合衆中
田
尻
駿
河
守
・
田
尻
左
衛
門
尉
牛
嶋
三
郎
左
衛
門
・
内
田
和
泉
守
山
上
衆
・
日
當
衆
小
窪
衆
（
小
代
）
実
忠
｜「去戈年弓箭以来、小原遠江守入道任下知」
｜境目に残党現形の時、かけつけ討捕、「倍可被
一添心事懲存候」
「鑑元在国（肥後関城在城）之条為寄子今同心」
｛Ⅷ搬鯏蛎峨北、「万一敵於相動者、於関城万事
「
旧
冬
残
党
雌
現
形
候
、
則
退
散
候
、
安
中
候
、
其
剛
到
関
城
被
添
御
心
」
記
事
｛棡柵鯛燗繊蹴繩粭伽胤耐一刑鵬細棚左衛門尉
同
右
同
右
一辨跡蝋綱髄臓棚即駄勤柵雛搬郷覗榊納帆肌脈ⅧⅧ
「
対
小
原
遠
江
守
入
魂
之
趣
、
鑑
元
毎
度
注
進
候
」
六
○
九
〔
二
九
（
二
一
一
九
’
一
七
二
一
九
’
二
○
六
九九四四四｜出
（ｌｌｌｌｌ
－八四四四’
○○三＆＝|典
九
’
三
○
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った・小原右並は朽網親満叺継において、最初大聖院宗仏洲であ
ったが、永正十三年（一五一六）頃には親安（義鑑）方に寝返え
り、親安の加判衆を勤め、翌年には親満残党退治のため、野上氏
を案内として、能一・中村氏など高田庄衆を率い、玖珠郡に遠征
し
て
い
る
。
右並の子、鑑元は義鎮のもとで加判衆に列し、義鎮の肥後平定
後は肥後方分となり、天文二十年（一五五つからは南関城督と
して肥後に在国し、肥後における守護代的立場にあった。ところ
が、弘治二年（一五五六）には南関城において、「味方を馳催し、
「釦）
雑丘〈二万の勢を以て篭城」し、独立を図った。この企てはたちま
ち露顕し、義鎮の訣伐をうけて滅亡するが、鑑元はいかにして数
ヵ年の内に二万余の軍勢を組織しえたのであろうか。史料Ｆおよ
び〔第三表〕はこの間の事情を物語るものである。
（皿）
「肥後国山之上衆」は飽託郡芳野河内村における擬制的血縁共
同体で、内田・田尻・牛嶋三氏を中心に結合していたので、「三
名字衆」とも呼ばれた同族団であった。かれらは所領安堵を通じ
て、大友氏から集団として一括掌握され、「寄子」として鑑元に
同心させられていたものである。「寄親」鑑元は南関城督として
大友氏から委譲せられていた行政軍事権を挺子として、「山之上
衆」の各寄合中をはじめ、加来氏、緒方氏など肥後北部の同族団
結合との間に個女に封建的主従関係を結び、かれらを被官化して
いった。この内、山上・日常・小窪衆などは大友氏からは「居屋
敷等」を安堵される名主土豪的存在であった。つまり、鑑元が結
集しえた二万の軍勢とは大友氏を背景とした肥後方分・南関城督
戦国期大友氏の軍事編成について（福川）
三
、
「
同
心
者
」
を
中
心
に
Ｈ
高
田
庄
衆
同心関係は先述したごとく、同心主を中心に見た場合、桑波田
氏の指摘とは異なり、おおむね安定的、持続的であったが、同心
者を中心に見た場合はどうであろうか。
としての権限（行政・軍事権）を挺子として、主として肥後北部
の名主土豪層を「寄親寄子制的体制」のもとに組織したものであ
った。鑑元の矛盾するこの立場は現在確認されうる彼の全知行地
二五七町歩中、大部分は肥後南関近辺に集中しており、豊後にお
ける本地は国東郡伊美庄内における僅か一一町歩にすぎないもので
（犯）
あったという事実に象徴されているであろう。彼の立場は田北氏
の如き鎌倉以来の強剛在地領主として自力で築かれたものではな
く、大友氏の権力を背景にその吏僚であることによって築かれた
ものであって、前述の吉岡長増的存在で、のちの田原紹忍、立花
道雪に相通じるものであった。このように大友氏は一貫して「地
域」を単位とする軍事編成方式を追求してきたといえる。
以上、田北氏、吉岡氏、小原氏を中心に同心主の実態をゑてき
た訳であるが、これは同時に、「同姓同心（国人領）↓他姓同心
（直轄領）↓城督制（豊後国外領とという大友氏における軍事編
成Ⅱ「同心制」の発展に対応するものであって、戦国末期の大友
氏はこれら三種の同心関係を混在させつつ、寄親寄子制的方向を
模索しつつも、ついに強力な一元的軍事編成方式を確立すること
はできなかった。
一ハ一
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まず「非固定性」の論拠となっている徳丸氏・中村氏について
検討してふよう。
徳丸氏は大神高田氏の流れをくむ大分郡高田圧徳丸名の名主で（鋼）
ある。戦国期には徳丸氏は二分され、一部は士口岡氏の被官化し、
（弧）
一部は大友直臣化しており、大友氏は徳丸氏把握に当って、豊前
四日市渡辺氏の場合のごとく、直臣・陪臣を一体化して把握しよ
うとはせず、専ら個々に被官化し、必要に応じて同心主に付し、
【
第
四
表
】
徳
丸
氏
・
中
村
氏
の
同
心
関
係
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次
一
同
心
主
一
同
心
者
吉
岡
長
端
同
右
同
右
同
右
同
右
林
新
九
郎
（大友親家）
同
右
同
右
小
佐
井
三
郎
高
橋
紹
運
小
佐
井
左
京
亮
同
右
徳
丸
右
衛
門
尉
（
鑑
忠
）
中
村
藤
十
郎
徳
丸
右
術
門
尉
中
村
弾
正
忠
（
鑑
永
）
徳
丸
新
三
郎
（
鑑
貞
）
徳
丸
主
馬
允
徳
丸
市
郎
中
村
助
兵
衛
尉
徳
丸
賀
右
衛
門
尉
中
村
助
兵
衛
尉
徳
丸
賀
右
衛
門
尉
中
村
助
兵
衛
尉
鹿
越
城
に
牢
人
（
大
内
義
隆
兵
）
現
形
の
時
、
「
吉
岡
左
術
門
大
夫同陣」
同
右
玖
珠
郡
に
長
々
在
陣
の
際
、
不
図
筑
後
出
張
に
つ
き
、
「
ｕ
吉
岡
左
衛
門
大
夫
同
陣
」
同
右
無
足
と
し
て
、
同
右
初秋時分、日向遠征につき、「林新九郎以同陣」
同
右
同
右
一撚州肚机互帥脳肺帆Ⅶ、大肥郷材木岳にて長々在城、
｛弧細阯肌剛仙辨、敵中横断、黒木着陣以来の軍労
高良山にて長々在山にて、辛労、「小佐井左京亮以同心」
同
右
軍事動員した。そして一部は近臣として府内に在り、一部は在圧
して「高田庄衆」の一員として、大友家臣団の末端に加えられて
いた。中村氏は「中村氏系図」によれば、菊池武運の子孫で、大
友親治仁招かれ豊後に来り、高田圧に一一三○賃を給されて、以後
（妬）
代々、大友氏に仕えた。
〔第四表〕によれば、徳丸氏の場合、同心主は吉岡長増↓林新
九郎（大友親家）↓小佐井氏と変っており、中村氏の場合も、高
記
事
一ハーー
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橋紹運を例外とすれば徳丸氏の場合と全く同じ．〈ターンをとって
いる。この事実を先に述べた「地域」の原則に従って考えてふる
と、ある地域における同心主は同心主たりうる条件を満たせば、
複数の存在が可能であり、大友氏は戦略戦術の必要に応じて、一
人あるいは複数の同心主の下に、ある地域の直臣団および国人軍
をもって一定規模の軍団に編成する。原則的には同心主と同心者
とは「地域」という一定の枠の中で自由に組承かえられる存在で
あ
っ
て
、
そ
の
際
一
族
結
合
、
あ
る
い
は
与
力
契
約
な
ど
、
両
者
間
の
私
的
な結びつきが考慮されたにすぎない。かくて、大友氏は徳丸・中
村氏など高田庄衆をあるいは吉岡長増に、あるいは林新九郎・小
佐
井
氏
な
ど
側
近
に
同
心
さ
せ
、
か
な
り
自
由
に
各
地
の
戦
闘
に
投
入
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
は
高
田
圧
が
府
内
周
辺
の
直
轄
領
と
し
て
大
名
権
力の最も貫徹しうる地域であり、また大分鐵野部という豊後の
最先進地域にあり、農民分解・小農自立の進行により、事実上の
兵
農
分
離
が
か
な
り
進
行
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
戦
国
末
期
の
大
友
氏
の
軍事編成は部分的にはこの段階にまで達していた。それ故、桑波、、
田氏のいわれた同心関係の「非固定性」は》」一」ではむしろ、より
、
、
、
、
、
高度なものの表現であると考えたい。
ロ
同
心
者
の
社
会
的
階
層
同
心
関
係
に
お
い
て
、
同
心
者
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
階
層
は
大
き
く
分
け
て次の二つに分類される。
Ⅲ
史
料
Ａ
Ｉ
Ｄ
に
お
い
て
ふ
ら
れ
た
よ
う
な
大
友
氏
庶
子
家
や
譜
代
被
官
の庶子家、あるいは既成在地領主層の庶家庶子層
②
史
料
Ｅ
・
Ｆ
に
お
け
る
徳
丸
氏
・
肥
後
山
上
衆
の
よ
う
な
名
主
土
豪
層
戦
国
期
大
友
氏
の
軍
事
編
成
に
つ
い
て
（
福
川
）
川は領主階級の一族分解の中から析出されてきた階層であり、
回は農民の階層分解の結果上昇した部分であるが、両者ともその
経営面から見た場合、実態上ほぼ近似した存在であった。
たとえば、野津院衆佐土原兵庫肋は明応六年二四九七）、野津
院内十一貫五百文を親治から充行われれたが、その坪付は、
二所田壱町四段半此内駆錘騨粋す〈兎居屋敦
同
畠
四
町
三
段
（師）
以上
」
とあった。
また波津久忠兵衛尉は僅か四五貫分の居屋敷の扶持について親
（犯）
治に対する取りなしを年寄中に佗一一一戸している。
徳丸助右衛門尉は明応九年二五○○）、高田圧徳丸名内土居分
（鋤）
として、居屋敷一町一反半、畠地二町八反大を所有し、これは居
（柳）
屋敷八貫分として親治によって安堵されていた。
右の例はいずれも明応期、親治代の例であるが、出自系譜の相
違はあっても、三者に共通しているところは、かれらがいずれも
十貫分前後の居屋敷を経営基盤にしており、家父長制的経営を行
なっていたと思われることである。
大友氏はかれらを個別的に被官化して、直臣団に組承込承、同
心制によって直轄軍に編成していったのである。
賀来神九郎は大友氏から給地を充行われ、直臣とはなったが、
給地が余り「少分」であったため、自己再生産も難しく、そのた
め惣領鑑重から、再度の扶持の際には還渡する事を条件に土貢お
（似）
よび三斗蒔の地を「合力」されている。これは惣領による一族統
一ハ’一一
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制の物質的裏付となっており内また大友氏をして同姓同心を認め
ざるを得なくした事情ともなっている。
こ
の
よ
う
な
例
は
単
に
神
九
即
の
承
の
場
合
で
は
な
く
、
大
友
氏
の
下
級
家臣団を構成していた直臣層の多くに共通した事態であったらし
い
。
Ⅷ
．
このため、同心者の多くは同心主、あるいは中央の重臣層と与
力契約を結び、かれらの「取合」（仲介）による、大名からの加
（蛇）
恩を期待し、またかれらから「私之合力」をうけて被官化したも
の
も
あ
る
。
勿
論
、
こ
の
よ
う
な
直
臣
層
の
給
人
被
官
化
は
大
名
と
し
て
公
（蛆）
式
に
認
め
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
戦国大名が本領安堵体制の上に乗っている限り、大友氏のよう
に守護大名として、上からの戦国大名化を進めていく場合、直轄
領
を
割
い
て
直
臣
団
を
創
設
し
て
い
か
ざ
る
を
得
ず
、
こ
の
方
法
に
よ
れ
ば
国外に替地を求められなければすぐにも「土地」による限界にぶ
つかるものであった。
白
郡
郷
庄
衆
戦国初期、親治代になると大友氏の軍事編成方式に大きな変化
を見せてくる。すなわち、守護公権を挺子として国人軍団を自己
の周囲に結集し、これを主体とする守護大名的体制から、直臣団
を
同
心
制
に
よ
っ
て
直
轄
軍
団
に
編
成
し
、
こ
れ
を
中
核
に
す
え
、
大
名
権
力
の
強
化
を
は
か
る
戦
国
大
名
的
体
制
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
っ
た
。
これは勿論、戦国初期以来の家臣団整備と相呼応するものであ
るが、同時に当時の在地の動向とも深くかかわっていた。鎌倉末
期
以
来
の
一
族
分
解
の
進
行
は
、
戦
国
期
に
あ
っ
て
は
「
無
足
人
」
の
析
出
法
政
史
学
第
二
十
八
号
となってあらわれた。かれら無足人は大名からの恩給を期待して
惣領に同心して軍役に励むのであるが、これら個々の軍事力を有
効
な
一
単
位
の
軍
事
集
団
に
ま
と
め
あ
げ
る
た
め
に
打
ち
出
さ
れ
て
き
た
の
が「同心制」であった。つまり、「血」の原理による軍事編成か
ら、「地域」の原理による編成へと移行しつつあった。
大
友
氏
に
お
け
る
軍
事
編
成
Ⅱ
同
心
制
が
最
終
的
に
到
達
し
た
形
態
は
（“）
「太閤朝鮮征伐二付義統豊後侍署到記」の中に見られる「郡郷庄
衆」である。この種の写本は当時幾種もあったらしい。最近発見
（妬）
された「大友家士帳」には先の著到記にはみられない「郷庄衆」
の名称が記載されている。この「大友家士帳」によって戦国末期
の大友家臣団を整理して象よう。これによると、大友家臣団は次
の四種類に分類される。（諸摩）
（田原親家、大友親家）（親賢、紹忍）
山
御
一
家
衆
ｌ
八
郎
殿
、
久
菱
門
司
勘
解
由
亮
、
田
原
近
江
入
道
な
ど
②
近
辺
衆
ｌ
小
笠
原
上
総
入
道
殿
、
実
相
寺
、
斎
藤
紀
伊
入
道
、
徳
丸
左
馬
助
な
ど
（統幸）
③
、
国
人
衆
ｌ
佐
伯
権
正
、
志
賀
伊
勢
入
道
吉
弘
加
兵
衛
田
北
（統員）
宮
内
少
輔
な
ど
凶
、
郡
郷
庄
衆
ａ、郡衆、
玖珠郡衆ｌ琴野上・帆足・古後・平井氏など、清原一族
国
東
郡
衆
Ｉ
吉
弘
嫁
岐
部
・
竹
田
津
・
荒
木
・
都
甲
氏
な
ど
日田郡衆ｌ坂本・財津など大蔵一族、堀・新原・津江氏
な
ど
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ｂ
、
郷
庄
衆
大
分
郡
戸
次
衆
Ｉ
今
井
・
由
布
・
首
藤
・
坂
井
・
帆
足
氏
な
ど
高
田
衆
ｌ
徳
丸
・
小
原
・
葛
木
氏
な
ど
大
野
郡
緒
方
衆
ｌ
堀
・
久
保
・
加
藤
・
波
多
野
・
鶴
原
・
衛
藤
氏
な
ど
井
田
郷
衆
ｌ
沓
懸
・
小
野
氏
宇
田
枝
衆
Ｉ
首
藤
・
衛
藤
氏
な
ど
野
津
院
衆
ｌ
亀
山
・
戸
上
・
波
津
久
・
佐
久
里
・
広
田
氏
な
ど
直
入
郡
直
入
郷
衆
ｌ
記
載
な
し
速
見
郡
由
布
院
衆
ｌ
右
田
・
荒
木
・
怒
留
湯
・
幸
野
氏
な
ど
山
香
郷
衆
１
１
都
甲
・
広
瀬
氏
海
部
郡
丹
生
庄
衆
Ｉ
記
載
な
し
臼
杵
庄
衆
ｌ
記
載
な
し
津
久
見
衆
ｌ
記
載
な
し
この内、直接に軍事力として大きな役割を果たすのは、国人衆
お
よ
び
郡
郷
庄
衆
で
あ
る
が
、
同
心
制
の
下
に
軍
事
動
員
さ
れ
た
の
は
主
と
して郡郷庄衆である。
玖
珠
・
日
田
・
国
東
郡
は
直
轄
領
も
あ
り
、
直
臣
団
も
形
成
さ
れ
て
お
り、大名権力がかなり浸透していた地域であるが、玖珠には清原
一族、日田には大蔵一族、国東には田原氏などの在地勢力が根づ
よいため、大友氏としてはそれを顧慮して郡単位という編成にし
た
の
で
あ
ろ
う
。
戦
国
期
大
友
氏
の
軍
事
編
成
に
つ
い
て
（
福
川
）
桑波田氏によれば、「大友氏の発給せる感状中には『以同心』
『以同陣』『以同城』『以一所』等の語を以て表現され、軍事組
（幻）
職の一端を示すと思われるものが凡そ百八十余通存する。」
筆者は「増補訂正編年大友史料」に拠って、桑波田氏の方法に
な
ら
い
、
「
同
心
」
感
状
と
明
ら
か
に
同
心
関
係
を
示
す
史
料
を
抽
出
し
た
と
こ
ろ
、
約
二
六
○
例
を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
を
外
山
氏
の
（蛆）
同心関係表を参考にして作成したのが〔第五表〕である。
以下、この表の分析を中心に、同心制のもつ特徴を述べ、まと
めにかえたい。
川
同
心
関
係
を
示
す
「
同
心
」
感
状
が
は
じ
め
て
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、
朋応末期、親治代であった。すなわち、史料Ａ・Ｃに示されるよ
うに、波津久氏あるいは幸野氏のごとぎ、一族弱小庶家庶子層あ
るいは府内近辺の在地小領主層など群小勢力が同心制によって直
それにひきかえ郷庄は大友氏直轄領として最もその支配のいき（妬）
と
ど
い
た
地
域
で
あ
り
、
早
く
か
ら
貫
高
制
が
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
地
域
である。大友氏一族や国人衆の庶家庶子層は大名直韓領内に所領
を充行われて直臣となり、給地に移住した。たとえば、高田圧衆
についていえば、薬師寺宮内亮は海部郡津久見、植田将監は大分
郡植田庄、荒木九郎は国東郡か、由布院の出身というように、郷
庄
衆
の
中
に
は
明
ら
か
に
「
召
し
移
し
」
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る。そしてかれらは「郷庄衆」として地域毎に組織され、各々そ
の
地
の
同
心
主
に
率
い
ら
れ
て
戦
場
に
赴
い
た
の
で
あ
る
。
四
、
ま
と
め
に
か
え
て
六
五
Hosei University Repository
【第五表】大友氏の同心関係 法
政
史
学
第
二
十
八
号
同心者｜出典同心主時代｜初出年次
(大友家督） 名｜毒(聯)|蝋 同姓|他姓|綱鞭霊料姓
蝉襄l棚■’○J｡に}:：明応期（親治） (明応７）力１１．１８明応８．８．１３ 幸清く
永正期
（義長）
（義鑑）
(永正14Ｍ(2.7）力
永正１７．６．１８
永正１７．８．７
大永７．４．２０
大永７．１２．３
並源秀一久生
右
永
長
一
親
鑑
小
豊
木
一
戸
田
大神氏 ○ ○○
○
原
饒
上
一
次
北
１４～４０４
１５～６５
１５～８２大神氏 ○
｡|に’大永期Ｉ １５～２５４１５～２８９
享禄期’（享禄１）力２．１５１－万田鑑相 ○’’○’１５～297
天文期 天文２．２．２８
天文２．４．２
天文２．４．２
天文２．４．２
天文２．４．２
天文２．４．２
天文２．１０．１３
(天文３）力１．１５
天文９．閏１．２０
(天文３）力２．１３
天文３．４．１１
天文７．３．２９
天文７．３．２９
天文１９.閏５．１６
天文１９．７．１３
天文１９．７．２０
(天文21)力７．２１
斎藤長実
吉岡長増
津久見左馬助
田口掃部助
清田兵庫頭
山下長就
本庄右述
一万田三河守
一万田左近蔵人
入田親実
吉弘氏直
臼杵鑑続
田北親員
小原鑑元
一万田次郎
戸次鑑連
戸次二郎左衛門尉
斎藤氏 ○○
○
○
○
○
○
○
○
○
１６～１０８
１６～１３０
１６～１３３
１６～１３５
１６～１３６
１６～１３９
１６～１７７
１６～２０４
１６～２２３
１６～２３６
１６～２９２
１７～１３８
１７～１３８
１９～８０
１９～１１２
１９～１１８
１９～２７０
斎藤氏
宇佐氏
本庄氏
○
○
○ ○
○
○
○
○
○
○
○ ○
(義鎮） 大神氏
○
○ ○○
弘治期 北弘
田
弘治２．１１．１９
弘治２．１１．１９
(弘治３）力７．１６
重
理
述
鑑
鑑
鑑
田
吉
漬
○
○
○
○
○
２０～１４３
２０～１４５
２０～２４９
○
一ハーハ永禄期｜永禄１．１１．１５
１永禄4.,,.,5
１永禄４．１２．２３
１永禄５．９．６
に永禄8)”7．２３
宏
速
祐
賢
周
親
鑑
鑑
親
鎮
原
杵
北
原
北
田
臼
田
田
田
’’○
○ ’’○
Ｐ’
○ｃｌｏｏｌｏｌｏｉｌ
２０～３７１
２１～１６２
２１～１７３
２１～２２２
２１～４０４
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永禄？・８．６
(永禄８）力９．２６
永禄？・１２．２８
永禄１２．２．３
永禄？・４．２７
(永禄12Ｍ６．２６
永禄１２．８．１０
永禄？・１２．２０
吉弘鑑久
奈田鑑基
怒留湯主殿助
田原彦五郎
豊饒孫三郎
斎藤鎮実
田北左近将監
一万田鎮実
○
○ ２１～４１３
２１～４３５
２１～４６１
２２～３００
２２～３５２
２２～４１５
２２～４４０
２２～５１１
宇佐氏戦国
期
大
友
氏
の
軍
事
編
成
に
つ
い
て
（
福
川
）
○ ○
○
○
斎藤氏
○
○
元亀期｜元亀３．８．１８１若林中務少輔｜平氏’’○’’２３～175
天正期
（義鎮）
（義統）
吉弘鎮信
林新九郎(大友親家）
吉岡鑑興
清田鎮忠
雄城弥十郎
木付鎮秀
吉弘統運
本庄中務少輔
岐部左近大夫
狭間刑部大輔
小佐井三郎
森左馬助
財津龍閑
野上治部少輔
田原親家(大友親家）
財津大学允
高橋紹運
朽網鑑康
立花道雪
本庄鎮述
臼杵越中守
志賀鎮隆
立花統虎
小佐井左京亮
柴田左馬助
田北統周
吉岡弥三郎
魚返伊豆入道
天正６．５．３
天正６．５．３
天正６．１２．１３
天正６．１２．２４
天正７．３．３０
天正７．１２．８
天正８.閏３．２８
天正８．９．２２
(天正８）力１２．１７
天正９．９．１２
天正９．１２．１８
天正９．１２．２０
天正１０．１２．３
天正１１．１０．２８
天正１１．１０．１１
(天正11)ヵ１１．１７
天正１２．１．２９
(天正12)力４．２４
(天正12)力６．２４
天正１２．７．２６
天正１２．１０．１
天正１２．１０．３
(天正12)ヵ１０．１９
天正１２．１１．２０
天正１３．９．２
天正１３．９．１５
天正１５．１．２８
天正1５．２．１６
○
○
○
○
○
○
○
○
６
８
２
７
３
３
３
５
８
３
２
６
１
１
４
１
２
１
５
４
０
２
３
４
１
３
０
６
４
８
８
０
２
４
５
７
０
５
７
９
５
５
７
８
４
９
４
６
６
１
１
２
３
６
２
３
４
５
６
２
３
３
３
４
４
４
４
５
５
５
５
８
９
４
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
へ
一
一
一
一
一
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
○
○
大神氏
○
○
本庄氏
紀氏 ○ ○
○
○
○
平氏
清原氏
大蔵氏
清原氏
○
○
○ ○
大蔵氏 ○○
○
○
○
○
○
○
○
古庄氏
○
○
本庄氏
○
○ ○
○
○
○
○
平氏
橘氏六七
○
○
清原氏 27~4651
(注）（１）
（２）
同心者の同姓，他姓の項は初出事例の承ではなく，全事例によって記入した。
感状抽出は，実際の時点より後になるという感状の性質上，天正15年まで行な
った。
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轄軍事力として大友氏のもとに急速に組織されつつあった。戦国
初期における大友氏はまず最初、このような諸勢力を自己の軍事
編
成
の
中
核
に
据
え
て
い
こ
う
と
し
て
い
た
と
い
え
る
。
②
永
正
ｌ
享
禄
期
、
義
長
ｌ
義
鑑
代
に
お
い
て
、
加
判
衆
を
頂
点
と
す
る家臣団整備と相呼応する形で、軍事組織としての同心制も体系
的に整備されてきた。その特徴的な点を二、｜一一示すと、
ａ、同心主としてあらわれる階層は、小原右並、木上長秀など
府
内
周
辺
の
他
姓
衆
、
田
北
鑑
生
、
一
万
田
鑑
相
あ
る
い
は
戸
次
親
久
、
豊
饒
永
源
な
ど
の
同
紋
衆
（
大
友
一
族
）
で
、
か
れ
ら
は
い
ず
れ
も加判衆あるいは奉行人級の家柄のもので、大友家臣団の中
の最上層部を占めるものであった。
ｂ
、
ま
た
同
心
者
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
階
層
は
、
大
友
一
族
の
庶
家
庶
子
層、譜代被官の庶家庶子層、あるいは在地領主層の庶家庶子
層であり、かれらはいずれも領主層の自己分解の中から析出
さ
れ
て
き
た
階
層
で
、
在
地
に
お
い
て
は
「
無
足
」
と
し
て
位
置
づ
け
（蛆）
られている階層であった。かれらは大名大友氏から新恩を期
待して、一族惣領あるいはその地の有力者の下で「無足豈不
涯」の同心者として軍役を勤めた。
この庶家庶子登用策は大友氏の直臣団形成における特徴と
な
っ
て
お
り
、
か
れ
ら
の
大
友
氏
中
柵
へ
の
著
し
い
進
出
は
の
ち
に
有
力国人衆の反発を招き、かえって大友氏にとって命取りとな
（刊）
ったのである。
Ｃ、これら同心主、同心者によって形成される個為の同心関係
は、私的な与力を含永ながら、主として「血」の原理によっ
法
政
史
学
第
二
十
八
号
て結合する同姓同心か、年寄方分、政所、検使など「職権」を
介在させつつ、地域的に結集される他姓同心であった。これ
ら
の
同
心
関
係
は
い
ず
れ
も
「
地
域
」
原
理
が
考
慮
さ
れ
て
お
り
、
同
心主、同心者間の結合はおおむね持続的、安定的であった。
③天文初期、義鑑代における一連の対大内戦において、同心
関係の全ゆる・〈ターンが出揃い、戦国期大友氏の軍事編成方式は
「同心制」という形をとって一応完成したといえる。このことに
より大友氏は自己の権力基盤を急速に強化し、戦国大名として大
きく飛躍した。そしてこの結果は大内氏の影響力を斥ぞけ、義鑑
による実質的な豊後統一となってあらわれた。
凶
永
禄
ｌ
天
正
期
、
宗
麟
代
に
お
い
て
は
同
心
制
に
よ
る
直
臣
層
の
軍
事動員が一般的となり、大友氏の軍事編成の中核は従来の同姓同
心による国人軍団から、他姓同心による直轄軍団へと転換しつつ
あ
っ
た
と
い
え
る
。
同
時
に
、
同
心
制
内
部
に
お
い
て
も
若
干
の
変
化
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あり、これらは大名権力自身の変質を反映するものであった。
同心主は前代以来ひきつづき、加判衆、加判衆格のものであっ
たが、その中でも特に田原親賢（宗麟義兄）、林新九郎（宗麟次
男）、清田鎮述（宗麟女婿）など「御一家衆」というべき家格の
ものの進出がめだっている。
版図が豊後領外に拡大するとともに、「城督制」が出現し、そ
の萠芽が小原鑑元の例である。すなわち、豊後以外の分国につい
ては、大友氏は方分（主として行政権をもｅと同心主（主とし
て
軍
事
指
揮
権
を
も
ｅ
と
の
権
限
を
一
体
化
し
た
強
力
な
権
限
を
行
使
す
六
八
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（別）
る「城督」を配置し、強力な分国支配を確立しようとした。しか
し、宗麟のこの試承は弘治二年（一五五六）、肥後小原鑑元の乱、
（陀）
永禄十年（一五六七）、筑前一員橋鑑種の乱など叛乱を，もって報われ
たため、以後消極的になったようであるが、この方向は「寄親寄
子制」への萠芽ともいうべきもので、豊前田原紹忍（妙見岳城）、
筑前立花道雪（立花城）では一定程度成功しており、天正末期の
大友分国の動揺の中にあっても、その地域的支配権は動揺しなか
（閉）
った。
（別）
十六世紀初頭以降、大友氏は直臣団を創出し、これを「同心制」
、
によって直轄軍団に組織編成し、急速に大名権力を強化して、上
、
、
、
、
、
、
、
、
からの戦国大名化をはかった。一」のようにして大友氏が戦国期の
動乱に積極的に対拠していこうとしていた姿勢は今後の大友氏研
究の中で評価せねばならない点だと思われる。
（注）
（１）桑波田輿「大友氏家臣団についての一考察」（九州文
化史研究所紀要八・九合併号、昭鋼・３）
（
２
）
外
山
幹
夫
「
大
友
氏
の
軍
事
組
織
に
つ
い
て
ｌ
｜
撲
・
衆
中
・
寄子・同心等をめぐってｌ」（九州史学二八、昭調．、）
木村忠夫「田原紹忍の軍事力（一）（二）（三）」（九州史
学二七、二九、一一一一一、昭鍋・８、昭如・８、、）
同「永禄末期大友氏の軍事組織」（九州文化史研究所紀
要一三、昭“・３）
（３）木村「田原紹忍の軍事力（二）」、一五’六頁
（
４
）
田
北
学
「
増
補
訂
正
編
年
大
友
史
料
」
一
三
巻
一
六
○
号
文
書
戦
国
期
大
友
氏
の
軍
事
編
成
に
つ
い
て
（
福
川
）
’￣、′■、
２０１９
、_ノミーノ
（出） '-，′■、／■、／白、／■、／■、１７１６１４１３１２１１
、=ノ、.ノ、='、_ノ、二、_ノ
（８）
（、）
（５）
（７）
（以下、大友一三の一六○と記す）
大
友
一
五
の
二
五
四
（
６
）
大
友
一
八
の
五
二
八
大分県史料一一一一巻二二号文書、（以下、大分一一一一の二一一
と記す）、
「臼杵より四レグワの所に野津三月壇のレジデンシャ
があって、………。当レジデンシャの周囲一一一レグワの所
に約一万五千人居住し、・・…・…。この地は一年半前洗礼
を受けた国王の婿清田殿Ｃ＆Ｃ国己・ロ○の領地であるが、
………」（新異国叢書、イエズス会士日本年報上、一五
四頁）
大
分
一
三
の
一
○
二
（９）大友二○の二四九
大友一一一一の一六○、一六七、一六の一一一一六、一一一一七、二
○
の
二
四
九
、
二
四
の
一
四
八
大
友
一
五
の
二
五
四
（
注
）
大
分
県
史
料
一
三
巻
、
首
藤
文
書
大友一五の二五一一一、一九の二七○
大
友
一
三
の
一
○
六
（
巧
）
大
友
二
○
の
一
五
四
大
友
二
五
の
一
四
六
紹鉄は義鎮代初期には義鎮側近にあったが、（大友一九
の一四、注）のちには警戒されて遠ざけられたようであ
る。ヤソ会士は紹鉄を「三千以上の兵士を有し、豊後の
領主中最も強く、策略ありと認められし人」と評してい
る。（イエズス会士日本通信下、四六○’一頁）
天文初期、田北親員は玖珠郡方分であった。（大友一六
の六、一七の一六六）
大友一八の四五九、二一一一の三二五
桑
波
田
氏
前
掲
論
文
、
七
一
’
二
頁
六九
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′■、′~、７国、
２５２３２１
、=ノ～ノ、-'
〆へ〆■、’~、
３１３０２９
、_ノミーノＬノ
’白、′へ′へ
２８２７２６
、_ノ、_ノ、ン
′、’■、’■、′■、
４３４１３９３７
ミーノ、_ノミーノ～'
′■、／■、′■、’■、
３６３５３４３３
ﾐｰﾉＬ,ノミーノ、.ノ
’■、
３２
、.ノ
法
政
史
学
第
二
十
八
号
大友一六の一一一一○
（
犯
）
大
分
九
の
四
四
四
大
友
一
五
の
三
九
八
（
型
）
大
友
一
九
の
七
吉
岡
氏
が
高
田
圧
代
官
（
政
所
）
で
あ
っ
た
と
明
示
す
る
史
料
は
見
当
ら
な
い
が
、
吉
岡
氏
の
地
位
か
ら
言
っ
て
も
そ
の
可
能
性
が
あ
る
。
傍
証
と
し
て
吉
岡
鑑
興
の
未
亡
人
尼
妙
林
は
高
田
を
支
配
下
に
置
い
て
い
た
と
い
う
ヤ
ソ
会
士
の
報
告
を
あ
げ
て
お
く
。
（
イ
エ
ズ
ス
会
士
日
本
年
報
下
、
九
頁
）
大
友
一
九
の
一
七
二
「大神姓佐伯氏系図」（大分県郷士資料集成上、昭ｕ）
田
北
学
「
朽
網
親
満
之
乱
」
（
大
分
県
地
方
史
一
七
－
二
○
合
併号、昭弘・１）
大友一一一一の二一九、二二一
「小原鑑元御謙罰之事」（大友興廃記）
森
山
恒
雄
「
肥
後
一
山
村
に
於
け
る
『
衆
』
の
構
造
と
展
開
（
ご
（二）」（九州史学一五、一九、昭躯・３、昭拓。、）
外山幹夫「大友領国の経済に関する二、一一一の問題」（長
崎大学教育学部社会科学論叢一一一一一、昭⑬）三八頁
大友二七の一一一六二
大分県史料九、徳丸文書、
大友二六の一一一七九、「中村氏系図（抄）」
野
口
喜
久
雄
「
近
世
初
頭
の
豊
後
国
農
村
と
綿
作
」
（
地
方
史
研
究一一一、昭妬・６）
大
分
一
三
の
八
四
（詔）大分一三の一一一一七
大
分
九
の
四
七
四
（
蛆
）
大
分
九
の
四
四
四
大
友
一
六
の
一
一
一
（
犯
）
例
え
ば
大
友
二
四
の
三
一
七
大友二四の一一一九七
（“）大友二八の二七五
付
記
本稿は修論の一部を改めたものである。成稿に当って、御助
言・御指導をいただいた豊田武・芥川龍男両先生には心から感
謝します。
’白、′~、／■、
５４５３５２
、_ノ、.ノ、-ノ
（皿） ′■、５０
、.ノ
／■、'■、′~、’■、
４９４８４７４６
ミーノ、-'、=ノ、-ノ
／■、
４５
、_ノ
本
史
料
は
本
学
の
芥
川
先
生
か
ら
提
供
を
う
け
た
も
の
で
、
原
本
は
福
岡
県
大
牟
田
市
、
中
島
輝
男
氏
が
所
蔵
し
て
い
る
。
本
史
料
に
は
前
掲
「
豊
後
侍
署
到
記
」
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
「
直
入
郷
衆
」
「
丹
生
庄
衆
」
「
臼
杵
庄
衆
」
「
津
久
見
衆
」
な
ど
の
郷
庄
衆
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
残
念
な
こ
と
は
そ
の
構
成
員
の
姓
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
外
山
「
大
友
領
国
の
経
済
に
関
す
る
一
一
、
三
の
問
題
」
桑
波
田
氏
前
掲
論
文
、
六
一
頁
外
山
「
大
友
氏
の
軍
事
組
織
に
つ
い
て
」
、
二
二
頁
天
正
七
年
八
月
十
一
一
一
日
付
、
大
友
義
統
書
状
（
大
友
二
四
の
二
六
九
）
に
よ
れ
ば
、
玖
珠
郡
衆
は
各
家
嫡
と
「
隠
居
無
足
寺
社
家
懸
被
官
地
下
百
姓
等
」
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。
天
正
十
四
年
、
島
津
氏
の
豊
後
侵
攻
に
当
っ
て
日
向
ロ
を
守
る
朝
日
嶽
城
の
柴
田
紹
安
は
島
津
氏
に
投
降
し
た
が
、
そ
の
原
因
は
宗
麟
が
柴
田
氏
惣
領
の
紹
安
を
さ
し
お
き
、
庶
家
の
礼
農
を
重
用
し
た
た
め
と
い
う
。
（
豊
薩
軍
記
巻
七
）
城
督
は
本
来
は
「
城
将
」
「
番
将
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
守
護
代
的
権
限
を
も
つ
城
将
と
い
う
意
味
で
用
い
る
。
木村忠夫「高橋鑑種考」（日本歴史二四○、昭蛆・５）
（
注）（
２
）木村
氏
論文
直
臣
団
の
創
設
に
つ
い
て
は
別
稿
で
扱
っ
た
。
「戦国大名の家臣団形成について」（法政史論三、昭矼）
七
○
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